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ネ
パ
ー
ル
大
地
震
か
ら
２
カ
月
後
の
６

月
25
日
、同
国
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
「
ネ

パ
ー
ル
復
興
の
た
め
の
支
援
国
会
合
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、「
強
靭
な

ネ
パ
ー
ル
に
向
け
て
」
と
題
さ
れ
る
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
田
中

明
彦
理
事
長
が
「B

uild B
ack B

etter

に

基
づ
い
た
復
興
」 

、
竹
谷
公
男
国
際
協
力

専
門
員
が
「
都
市
の
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
「B

uild B
ack B

etter
」
は
、
災
害
多
発

国
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
考
え
方
で
、
今

年
3
月
の
国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択
さ

れ
た
「
仙
台
防
災
枠
組
」
で
も
優
先
行
動

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
中
理
事

長
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル
へ
の
震

災
復
興
支
援
で
の
「B

uild B
ack B

etter

」

と
「
災
害
直
後
の
緊
急
援
助
か
ら
復
旧
・

復
興
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
（
シ
ー
ム
レ

ス
）移
行
」と
い
う
二
つ
の
考
え
に
つ
い
て
、

援
助
現
場
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

竹
谷
国
際
協
力
専
門
員
は
、
将
来
の
地

震
に
備
え
る
た
め
の
首
都
圏
強
靭
化
に
関

す
る
取
り
組
み
と
今
後
の
具
体
策
を
説
明
。

被
災
を
機
に
、
よ
り
災
害
に
強
い
社
会
を

作
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
６
月
下
旬
か
ら

雨
期
に
入
り
、
被
災
者
に
と
っ
て
、
住
宅

分
野
の
支
援
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支
援
国
会
合
の
会
場
な

ど
で
、
仮
設
住
宅
に
住
み
つ
つ
シ
ー
ム
レ

ス
に
恒
久
住
宅
へ
移
行
で
き
る
Ｓ
Ｔ
Ｐ

（S
helter To P

erm
anent

）
工
法
な
ど
の

耐
震
モ
デ
ル
住
宅
の
施
工
方
法
に
つ
い
て

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｐ
工
法
に
よ
る
農
村
地
域
向
け
の

住
宅
は
、
仮
設
住
宅
の
枠
組
と
現
地
に
あ

る
石
な
ど
の
材
料
を
活
用
し
て
住
民
の
手

で
建
設
で
き
、
住
民
は
同
じ
場
所
で
仮
設

住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
に
移
行
で
き
ま
す
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支
援
国
会
合
で
住
宅
支
援
を
行

う
際
に
最
低
限
守
る
べ
き
基
準
と
し
て
、Ｓ

Ｔ
Ｐ
工
法
を
具
体
的
に
提
示
。
二
つ
の
会

場
で
地
元
の
学
識
者
、学
生
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、

８
０
０
人
以
上
が
訪
問
し
、
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ネパールの「より良い復興～Build Back Better」を目指して 01

支援国会合で田中理事長はJICAによる今後の住宅分野
の支援について言及

トリブバン大学内のモデル住宅施工展示を視察

03ガーナの洪水被害に緊急援助
　

ガ
ー
ナ
共
和
国
で
発
生
し
た
洪
水
被
害

に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
同
国
ア
ク
ラ
市
内

の
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
倉
庫

に
備
蓄
す
る
緊
急
援
助
物
資
を
放
出
し
、

6
月
25
日
に
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
に
引
き

渡
し
ま
し
た
（
総
額
約
８
５
０
万
円
）。

　

引
き
渡
し
式
で
ガ
ー
ナ
の
マ
ー
ク
・
オ

ー
ウ
ェ
ン
・
ワ
ヨ
ン
ゴ
内
務
大
臣
は
、「
今

回
の
災
害
は
、
洪
水
に
加
え
て
不
幸
な
爆

発
事
故
が
重
な
り
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出

た
が
、
日
本
が
支
援
し
た
物
資
に
よ
り
、

多
く
の
被
災
者
が
喜
ぶ
。
こ
れ
か
ら
は
、

災
害
経
験
の
豊
富
な
日
本
に
よ
る
ガ
ー
ナ

の
人
材
育
成
に
も
期
待
し
た
い
」
感
謝
と

期
待
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
側
を
代
表
し
た
吉
村
馨
大

使
は
、
ア
ク
ラ
を
中
心
と
す
る
被
災
地
で

洪
水
と
爆
発
事
故
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
た
こ
と
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、「
供
与
物
資
が
状
況
改
善
に

寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
さ
ら
に
は
将

来
の
災
害
に
備
え
て
、
今
後
、
人
命
損
失

を
避
け
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

02　カンボジアの民間病院を設立・運営
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
6
月
25
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

法
人
のS

unrise H
ealthcare S

ervice 
C
o., Ltd.

（
以
下
「
S
H
S
」）
と
の
間
で
、

救
急
救
命
医
療
整
備
事
業
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る

貸
付
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。同
事
業
は
、

S
H
S
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
民

間
病
院
を
設
立
・
運
営
し
、
医
療
水
準

の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
急
速
な
経
済
成
長

に
伴
い
、
生
活
習
慣
病
が
増
加
。
中
で
も

脳
卒
中
は
救
急
処
置
が
重
要
で
す
が
、
脳

神
経
外
科
分
野
の
高
度
医
療
が
十
分
に

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
の
交
通
事

故
急
増
に
対
応
で
き
る
救
急
医
療
体
制

の
整
備
も
不
十
分
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本

人
医
師
や
看
護
師
を
中
心
と
し
た
質
の

高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
、
高
度
・
救
急

医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
本
政
府
の
「
日
本
再
興
戦
略
」
で
は
、

20
年
ま
で
に
新
興
国
を
中
心
に
日
本
の

医
療
拠
点
を
10
カ
所
程
度
創
設
す
る
と
さ

れ
、
本
事
業
は
こ
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。 病院完成予想図

ワヨンゴ内務大臣（左から2番目）や吉村馨大使（同3番目）ら
が出席した引き渡し式




